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衆
議
院
議
員
松
原
仁
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提
出
中
国
当
局
に
よ
る
学
問
の
自
由
の
侵
害
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
中
国
当
局
に
よ
る
学
問
の
自
由
の
侵
害
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
学
問
の
自
由
」
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際

規
約
（
昭
和
五
十
四
年
条
約
第
六
号
）
第
十
五
条
３
に
お
い
て
は
「
こ
の
規
約
の
締
約
国
は
、
科
学
研
究
及
び
創
作
活
動
に

不
可
欠
な
自
由
を
尊
重
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
」
と
、
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
昭
和
五
十
四
年
条

約
第
七
号
）
第
十
九
条
１
に
お
い
て
は
「
す
べ
て
の
者
は
、
干
渉
さ
れ
る
こ
と
な
く
意
見
を
持
つ
権
利
を
有
す
る
」
と
、
ま

た
、
同
条
２
に
お
い
て
は
「
す
べ
て
の
者
は
、
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
権
利
に
は
、
口
頭
、
手
書

き
若
し
く
は
印
刷
、
芸
術
の
形
態
又
は
自
ら
選
択
す
る
他
の
方
法
に
よ
り
、
国
境
と
の
か
か
わ
り
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

情
報
及
び
考
え
を
求
め
、
受
け
及
び
伝
え
る
自
由
を
含
む
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
お
り
、
各
締
約
国
は
こ
れ
ら
の
規

定
を
遵
守
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
教
育
機
関
又
は
研
究
機
関
」
の
具
体
的
に
指
し
示
す
範
囲
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
、
「
研
究

中
止
を
要
求
す
る
等
の
圧
力
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
我
が
国
の
大
学
、
大
学



 

２ 

 

共
同
利
用
機
関
法
人
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
三
項

に
規
定
す
る
国
立
研
究
開
発
法
人
を
い
う
。
）
並
び
に
施
設
等
機
関
の
う
ち
当
該
施
設
等
機
関
の
設
置
を
規
定
す
る
法
令
の

業
務
規
定
中
に
「
研
究
」
の
語
を
用
い
る
も
の
が
、
中
国
当
局
か
ら
研
究
の
中
止
を
要
求
さ
れ
た
事
例
は
、
承
知
し
て
い
な

い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
外
国
勢
力
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
我
が
国
の
学
問
の
自
由
」

の
「
侵
害
」
と
な
り
得
る
働
き
か
け
に
は
様
々
な
態
様
が
考
え
ら
れ
、
政
府
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な

事
案
に
応
じ
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 


